
第375図 第217号住居跡出土遺物 (4)
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書土器である。文字は判読できな

し、。 41は底部、 48・50・53・54は

高台、 52は口縁部、 57• 58は高台

と底部が欠損している。 39は黒色

の付着物が体部に確認できる。油

煙の痕跡と考えられる。 45は黒色

の付着物が体部内面に確認でき

る。漆の痕跡と考えられる。

61から68は、灰釉陶器の高台付

椀である。 69から74は、灰釉陶器

の高台付皿である。 71は底部外面

に墨書 「南」がみられる。 75は、

灰釉陶器の耳皿である。 66から68

は口縁部、75は耳が欠損している。

74は底部のみである。

76は、須恵器 (HS)の蓋であ

る。紐のみである。

77は、黒色土器の高台付椀であ

る。 口縁部と底部が欠損している。

78は、緑釉陶器の高台付椀であ

る。底部破片である。

79から87は、土師器の甕である。

88は、須恵器 (NS)の甑である。

79から82• 88は胴部中位以下、 83• 

84は胴部下位以下、 85は脚部、 87

は胴部中位以上と脚部が欠損して

いる。 86は底部のみである。

89は、須恵器（S)の甕である。

90は、須恵器 (NS)の甕である。

91は、須恵器（S)の長頸壷であ

る。 92は、灰釉陶器の小瓶である。

93から96は、須恵器（S)の大甕

である。 90は胴部上位以上と底部

が欠損している。 91• 94は口縁部

のみである。 95• 96は口縁部破片

である。

97は、土錘である。
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第376図 第217号住居跡出土遺物 (5)
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第377図 第217号住居跡出土遺物 (6)
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第320表 第217号住居跡出士遺物観察表（4)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 観輯 色 調 残存 出土位置その他

59 高 台付皿 NS 13.0 2.8 64 B. I 良 好 L 褐 灰 70 P -23 

60 高 台付皿 HS 12.9 3.0 7.0 B,C 良 好 R 浅 黄 橙 底ー100。他ー20

61 高台付椀 K 15.5 5.0 7.4 B,D 良 好 R 灰 白 90 炭下。P-23 

62 高 台付椀 K 17.7 5.7 79 B 良 好 R 灰 白 30 炭上

63 高 台付椀 K 14.0 4.9 70 B 良 好 R 灰 白 90 貯穴フク土

64 高 台付椀 K 12.8 4.1 6.0 B,D 良 好 淡 灰 100 P -23 

65 高 台付椀 K 19.5 6.4 9.6 D 良 好 淡緑灰 90 P -23 

66 高 台付椀 K 6.4 B 良 好 R 灰 白 20 炭下

67 高 台付椀 K 68 B.D 良 好 R 灰 白 20 炭上

68 高台付椀 K 8.0 B,D 良 好 R 灰 白 10 ベルト内

69 高 台付皿 K 14.0 3.3 6.6 B,D 良 好 R 淡 黄 60 
炭化物層上。ベルト

内

70 高 台付皿 K 152 2.8 7.4 B 良 好 R 灰 白 25 炭上

71 高台付皿 K 14.8 2.7 6.5 B,D 良 好 R 灰 白 60 炭下

72 高台付ill1 K 14.7 2.5 6.6 D 良 好
灰色がかっ

100 P -23 
た濃い黄緑

73 高 台付皿 K 14.7 2.4 6.4 D 良 好 淡 灰 100 P -23 

74 高 台付皿 K 4.3 B 良 好 R 
灰白。オリー

5 炭下
プ黄（釉）

75 耳 皿 K 4.2 B 良 好 R 灰 白 5 炭下

76 蓋 HS B, E, I 普 通 橙 5 

77 高 台付椀 黒色 195 B,D 良 好 R 浅黄 橙 10 

78 高 台付椀 M B 普 通 淡 緑 5 

79 甕 A III b H 20.8 B,H 良 好 橙 20 カマド

80 甕 A ill b H 194 B,E 良 好 橙 25 カマド

81 甕 B 皿 c H 19.8 B,E 良 好
外一灰。内一

60 カマド
灰黄

82 甕 A 皿 b H 173 B,H 良 好 褐 灰 25 カマド

83 甕 B 皿 b H 11.7 B,C,E 普 通 褐 灰 15 カマド

84 台付 甕 H 11.3 B,E,H 良 好 橙 25 

85 台付甕 H 95 B,H 良 好 に ぶ い 橙 70 P -23 

86 甕底部 H 3.6 B.E 良 好 褐 灰 30 カマ ド

87 台付甕 H B,E 良 好 橙 30 

88 甑 A I NS 309 96 B,C,G 普 通 灰 白 15 

89 甕 s 26.2 42.6 15.3 B 良 好 青 灰 90 

90 甕 NS 120 B 良 好 灰 50 カマド

91 長頸壷 s 109 B 良好（硬質） 青 灰 20 炭下

92 小 瓶 K 4.3 11.0 6.5 G 良 好 濃緑灰 100 P -23 

93 大 甕 s 39.4 64.8 136 良 好 淡 灰 100 

94 大 甕 s 401 B,G 普 通 青 灰 30 

95 大 甕 s 386 B,G 普 通 青 灰 20 

96 大 甕 s B 普 通 青 灰 10 
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98から121は、鉄製品である。 98は刀子、 99

は鎌、 100• 103は釘、 101は楔か、 102と104か

らllOは棒状鉄製品、 lllからll3は紡錘車、 ll4

は紡錘車の車部破片、 ll5• ll6は鐙金具、 ll7

は三角形の棒状鉄製品、 ll8は延板状鉄製品、

ll9は不明品だが、焼印の可能性もある。 120

は折れ曲がった棒状鉄製品、 121は方形の金具

である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第

217号竪穴式住居跡を中堀N期に位置付けた

し‘o

第218号住居跡（第378図•第379図）

P -21、Q-21• 22グリッドで確認した。

周辺は、掘立柱建物跡・区画溝などの遺構が

比較的密集していた。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、

長辺4.45m・短辺3.40m・深さ0.35mであっ

た。住居跡の南西隅には、不整形の土壊を検

出した。規模は、長径0.9m・短径O.79m ・深

さ0.12mであった。また、北西隅付近に径0.6

m・ 深さ0.34mの小穴を検出した。

主軸方位は、 N-100°-Eであった。

カマドは、東壁の南東寄りに検出した。袖

は、地山を掘り残して造り、住居跡内へ短く

延びていた。焚き口部の前面から燃焼部にか

けて、楕円形に掘り込まれていた。燃焼部か

ら煙道部へは、段をもって移行していた。煙

道部は細長く、煙り出し部に向かって緩やか

に傾斜していた。

遺構の切り合い関係は、第55• 56号掘立柱

建物跡より古かった。

lから 4は、土師器の坑ANである。 2.

4は底部が欠損している。

5は、須恵器 (S)の椀である。底部のみ

である。

6は、灰釉陶器の高台付椀である。底部の

第378図 第218号住居跡・出土遺物
.叫• 

A 

福旱が

A65 5 A' 

第21 8号住居跡

1 暗黄褐色土 B軽石、砂、粘性のある暗褐色

土を少呈含む粘性あり

2 暗褐色土焼土、石を少凪含み、炭化物を微

盈含む粘性あり

3 暗茶褐色土 きめ細かい土で焼土を微屈含

み、白色粒子を多逗に含む粘性あり

4 暗褐色土炭を多呈に含む砂質

5 暗茶褐色土粘性あり

゜
2m 

6 暗褐色土炭を多足に含む

7 暗褐色土 焼土を微旦含み、炭を屈状に含み

暗黄褐色土を少且含む

8 暗茶褐色土焼土を微呈含む粘質土

9 黒色土炭屈

10 暗褐色土焼土、砂を少最含む粘性あり

11 暗褐色土焼土、炭を少昼含む

ーニ□亨 ロニロニ
□ こ ーニ
、下三ヨ云召ぞ

,¥・ □`-三士ーー一Z
i 

0 5cm 
l,  l 
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第379図 第218号住居跡カマド
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みである。

7は、土錘である。

8は、鉄製品の釘である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等か

ら第218号竪穴式住居跡を中堀II期に位置

付けたい。

1m 

第219号住居跡 （第380図•第381 図）

Q-22 • 23グリッドで確認した。周辺

は、掘立柱建物跡・区画溝などの遺構が、

比較疇集していた。

住居跡の形状は、長方形であった。 規

模は、長辺4.50m ・短辺3.45m ・深さ

0.10mであった。東壁を除き幅0.21mの

壁溝を検出した。また住居跡の南壁寄り

に、深さO.lmほどの不整形の掘り込みを

検出した。そのほか住居跡の北西隅と南

西隅に径0.2m・深さ0.14mと、径0.25m • 

深さ0.16mの小穴を二基検出した。

主軸方位は、 N-95°-Eであった。

第321表 第216号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号

6 にぶい橙 80 07 0.3 0.8 C 2 皿a 462 

第322表 第217号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号

97 赤 褐 20 1.5 0.4 4.3 C 1 I a 185 

第323表 第218号住居跡出土遺物観察表

出土位置その他

出土位置その他

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輌輯 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 122 32 7.3 B.D.E,H 普 通 しヽ一▲ げ 茶 90 

2 坪 A H 12.0 7.5 B,E,H 普 通 淡黄 褐 20 

3 坪 A w H 123 35 66 B,D,E 普 通 淡灰橙 90 

4 坪 A N H 11.7 35 7.4 B,D,E 普 通 淡黄褐 40 

5 椀 s 6.3 B 良 好 R 灰 5 カマド

6 高台 付椀 K 70 B 良 好 R 灰 白 10 

第324表 第218号住居跡出土士錘観察表

番号 1 色 調 1残存率 1 長さ 1 径 I穴径 I重さ(g)I型式 I欠損分類 I写真番号 出土位置その 他

7 Iにぶい橙 I100 5.7 1.9 0.3 17.5 I C 1 I a 186 
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第380図第219号住居跡
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A65.5 A' 第21 9号住居跡

1 暗褐色土 焼土を微呈含み、暗黄褐色土 6 暗黄褐色土 暗茶褐色土、大形礫を少旦

を少屈含む 含む

2 暗褐色土焼士を微:1i1含む粘性あり 7 暗褐色土焼土を微涅含み、白色粒子を

3 暗褐色土焼土、暗褐色土を少且含む 多嚢に含む粘性あり

粘性あり 8 暗褐色土焼土を微伍含む粘性あり

4 暗褐色土 焼土を多呈に含み、枯性のあ 9 暗褐色土 焼土を微品に含む砂質

る暗茶褐色土を少且含む 10 暗褐色土 焼土、暗褐色土を少旦含む

5 暗褐色土 砂を多量に含み、小石を少l1l: 粘性あり

含む

カマドは、東壁の南東

寄りに検出した。袖は、

検出できなかったが、右

袖にあたる部分が、住居

跡の壁を利用し、これに

対応して左袖が造り付け

られた「片袖型」カマド

と判断した。燃焼部の底

面には、楕円形の深い掘

り込みを検出した。覆土

中に焼土・炭化物は含ま

ず、カマドはこの掘り込

みを埋めて、使用してい

たと推定した。燃焼部か

ら煙道部の境は、段をも

たず煙り出し部までほぼ

水平であった。

貯蔵穴は、カマド右脇

の南東隅に検出した。形

状は、不正楕円形で規模

は、長径0.95 m ・短径

O. 74m・深さ0.19mであ

った。

遺構の切り合い関係

は、第28号区画溝より古

く、第648号士壊より新し

かった。

遺物は、カマド燃焼部

内から須恵器の高台付椀

(3)、カマド右脇から

須恵器の壷（9)、貯蔵

穴内から須恵器の坑（1）、

灰釉陶器の長頸壷（8)

が出士した。

1は、須恵器（S)の

椀である。 2は、須恵器

(HS)の椀である。 3
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第381図 第219号住居跡出士遺物
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釉陶器の高台付椀である。

が欠損している。

こ

ロニニコ

｀ 
は、須恵器（S)の高台付椀である。

ある。

4は、灰釉陶器の高台付皿である。

8は、灰釉陶器の長頸壷である。

s)の甕である。

◎ 

\_ - --— 

3は底部のみで

5から7は、灰

5 • 6は底部、 7は口縁部

9は、須恵器 (N

8は胴部上位以上が欠損している。

9は底部のみである。

10から13は、士錘である。

14から16は、鉄製品である。 14• 15は釘、 16は棒状

鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第219号竪

穴式住居跡を中堀V[期に位置付けたい。

第220号住居跡（第382図•第383図•第384図 ）

Q • R-23グリッドで確認した。周辺は、住居跡・
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土壊が比較的密集していたが、覆土上面に多量の焼土、

炭化物が堆積していたため、確認は比較的容易であっ

た。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4.56m・短辺3.00m・深さo.15であった。幡0.25mの
壁溝が全周していた。壁溝内から、ほぼ等間隔に径

0.08m ・深さ0.05m前後の小穴を検出した。

住居跡の西壁やや南寄りに、円形の土城を検出した。

疇は、御．91m・深さ0.15mであった。覆上に焼土・

炭化物を多贔に含んでいた。

主軸方位は、 N-93°-Eであった。

カマドは、東壁のほぼ中央に検出した。 袖は検出で

きなかったが、燃焼部の位置から、住居跡内に短く延

びていたと推定したい。燃燎部は、奥に向かって緩や

かに傾斜していた。

遺構の切り合い関係は、第223号住居跡と接してい
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たが、重複関係は判然としなかった。

遺物は、住居跡の北側に集中していた。とくに土師

器の杯 (1 • 2 • 3 • 12 • 19 • 20 • 25 • 29 • 30 • 31)、

須恵器の杯 (35) ・高台付椀（37• 42 • 43 • 45) ・皿

(48)、灰釉陶器の高台付椀（51)などの食膳具が北

第325表 第219号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 椀 s 13.3 3.8 6.3 B,E 

2 椀 HS 13.6 4.2 6.0 B, E, I 

3 高台付椀 s 8.2 B,G 

4 高台付皿 K 14.0 3.2 6.2 B,D 

5 裔台付椀 K 13.8 B,D 

6 高台付椀 K 15.9 B,D 

7 高台付椀 K 7.0 B,D 

8 長頸壷 K 11.1 D ， 大 甕 NS 12.0 B 

第326表第219号住居跡出土士錘観察表

土

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g)

10 にぶい橙 100 7.5 3.4 1.3 84.5 

11 浅 黄 橙 100 5.1 13 03 14.4 

12 にぶい橙 90 1.7 0.5 9.7 

13 にぶい褐 70 1.5 0.6 6.9 

第327表 第220号住居跡出土遺物観察表（1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

1 坪 A w H 11.7 3.5 8.1 B,D,E 

2 坪 A w H 123 35 7.7 B,D,E,H 

3 坪 A VI H 124 3.5 6.2 B,D,E 

4 坪 A VI H 12.6 3.5 6.6 B,D,E 

5 坪 A VI H 12.0 3.7 6.8 B,D,E 

6 杯 A VI H 12.1 3.6 6.4 B.E.H 

7 杯 A VI H 130 3.6 7.4 B,D,E 

8 坪 A VI H 12.9 3.3 6.8 B,E,H ， 杯 A w H 118 3.0 7.2 B.E.H 

10 杯 A w H 12.7 3.5 8.2 B,E,H 

11 坪 A VI H 13.0 3.5 7.5 B,D,E 

12 杯 A V H 12.5 3.4 6.2 B.D.E,H 

13 坪 A VI H 12.6 3.4 6.5 B,D 

14 坪 A w H 12.6 3.5 7.2 B,D,E 

15 坪 A VI H 12.3 3.0 7.0 B,E,HH 

16 坪 A VI H 13.2 3.4 7.2 B,D,E 

17 坪 A VI H 11.8 3.5 6.6 B,D,E 

18 坪 A VI H 11.4 4.0 6.1 B,D,E 

19 坪 A w H 11.9 3.6 7.5 B,D,E 

20 杯 A w H 11.9 3.4 7.6 B.D,E 

西隅付近に集中する傾向があった。またカマドの右脇

に須恵器の大甕（63)が出士した。

1から31は、土師器の杯である。 1・2・9・10・

14 • 19 • 20は、坑ANである。 12は、杯AVである。

30は、杯Bである。ほかは、杯A¥IIである。 4 • 7 • 

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

良 好 R 灰 白 75 貯穴

良 好 R にぶい橙 60 

良 好 R 灰 10 カマド

良 好 R 灰 白 底部ー100。他ー25

良 好 R 灰 白 20 

良 好 R オリープ灰 20 

良 好 R 灰 白 30 

良 好 淡灰 白 30 貯穴

良 好 灰 白 20 カマド

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

Al I b 17 

Cl I b 187 

Cl I C 188 

C 1 II b 189 

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡黄橙 100 

普 通 淡 橙 60 

普 通 明 橙 100 

普 通 淡 橙 90 

普 通 黄 褐 90 

普 通 淡 橙 100 

普 通 淡黄橙 50 

不 良 赤 橙 100 

普 通 黄 褐 30 

普 通 淡 橙 80 

普 通 淡黄橙 90 

普 通 暗黄橙 90 

普 通 黄 橙 80 

普 通 淡黄橙 50 

普 通 黄 橙 100 

普 通 淡黄橙 40 

普 通 黒 褐 50 

普 通 橙 100 

普 通 淡黄褐 70 

普 通 淡 橙 40 
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第382図 第220号住居跡
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31は底部が欠損している。 10• 15 

は黒色の付着物が口縁部内面に確

認できる。油煙の痕跡と考えられ

る。

32から35は、須恵器 (HS)

椀である。 36から46は、高台付椀

である。 39から44は、須恵器 (N

S) 

の

である。 44の底部外面には、

墨書「十万」がみられる。 他は、

須恵器（HS)

恵器（S)

である。 47は、須

の皿である。 48は、須

恵器 (HS)の皿である。 49は、

0 1m 
l l 

m̀- 叫
ド、＼＼＼＼＼＼ヽ

第220号住居跡

1 黒褐色土焼土、炭化物を多

呈に含み、 B軽石を少嚢含む

粘性あり

2 淡茶褐色土焼土、炭化物を

多蓋に含む粘性あり

3 茶黒色土焼土、炭化物を多

員に含む粘性あり

4 赤褐色土焼土プロック

5 黒褐色土焼土、炭化物を少

i1「I信 盈含む
6 暗茶褐色土焼士、炭を多位

に含む粘性あり

A 654 A' 
- 2 -

0 50cm 
I I 

須恵器（NS)の高台付皿である。

44は底部のみである。 46• 48は底

部が欠損している。

50 • 51は、灰釉陶器の高台付椀

である。 52は、灰釉陶器の輪花付

高台付椀である。 52は底部が欠損

している。

53から61は、土師器の甕である。

53 • 54は胴部下位以下、 55• 58は胴

部中位以下、 57は脚部が欠損して

いる。 59から61は脚部のみである。
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第383図 第220号住居跡出土遺物 （1)
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第384図 第220号住居跡出士遺物 (2)
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62は、灰釉陶器の長頸壷である。底部のみである。

63は、須恵器（S)の大甕である。胴部中位以上が

欠損している。

第328表 第 220号住居跡出土遺物観察表 (2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

21 坪 A VI H 12.0 3.4 75 B,D,E 

22 坪 A VI H 12.1 3.5 6.0 B,D,E 

23 坪 A VI H 11.6 3.0 7.0 B,D,E 

24 坪 A VI H 11.5 3.5 6.5 B,D.E,H 

25 坪 A VI H 12.0 3.8 6.6 B,D,E 

26 坪 A VI H 12.2 3.9 6.5 B,D,E 

27 坪 A VI H 119 3.5 6.8 B,D,E 

28 杯 A VI H 123 34 6.7 B,D,E 

29 杯 A VI H 12.9 4.0 6.7 B,D,E,H 

30 杯 A VI H 11.9 4.6 6.5 B,E,H 

31 杯 B H 119 35 7.0 B,D,E 

32 椀 HS 127 39 6.0 B. E, I 

33 椀 HS 13.0 43 5.7 B. C, I 

34 椀 HS 12.4 3.8 5.1 B,E,G 

35 椀 HS 125 4.2 5.6 B, C, I 

36 高台付椀 s 132 53 6.5 B,C 

37 高台付椀 s 133 53 5.8 B 

38 高台 付 椀 s 13.0 5.1 6.3 B,C 

39 高台付椀 NS 13.0 4.7 6.0 B, E, I 

40 高台付椀 NS 13.7 5.8 7.2 B,D,E 

41 高台 付 椀 NS 12.6 5.9 5.8 B, E, G,I 

42 高台付椀 NS 13.8 57 62 B.C 

43 高台 付椀 NS 13.9 5.5 6.1 B.D.G 

44 高台付椀 NS 63 B,C,F,H 

45 高台 付 椀 HS 15.5 6.5 7.2 B, E, I 

46 高台 付椀 HS 16.7 7.0 7.0 B, C 

47 皿 s 12.5 2.6 59 B 

48 皿 HS 12.3 2.5 57 B. E. G.I 

49 高台付 皿 NS 13.4 3.4 53 B. I 

50 高台付椀 K 7.2 B 

51 高台付椀 K 13.8 3.9 62 B 

52 輪花付高台付椀 K 14.8 B 

53 甕 A ill a H 19.4 B,E,H 

54 甕 B II C H 19.4 B.C.E 

55 甕 B 皿 b H 10.9 B,C,G,H 

56 台付甕 H 125 17.4 9.4 B,H 

57 台付甕 H 13.5 B.E.H 

58 台付甕 H 10.7 B,H 

59 台付甕 H 9.9 B,C,E 

60 台 付 甕 H B,E,H 

61 台付甕 H 72 B,E,H 

62 長頸壷 K 9.1 B 

63 大 甕 s 12.4 B.F,G 

土

64は、凝灰岩の切石である。

65 • 66は、鉄製品である。 65は鉄鏃、 66は先端が尖

る棒状鉄製品である。

焼成 輯軸 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡 橙 50 

普 通 黄 褐 90 

普 通 淡灰 白 40 

普 通 淡 茶 50 

普 通 淡黄褐 70 

普 通 暗 橙 70 

普 通 淡黄褐 70 

普 通 赤 褐 100 

普 通 淡黄褐 30 

良 好 淡黄橙 50 

良 好 黄 橙 40 

良 好 R 淡 黄 90 

良 好 R にぶい橙 80 

普 通 R 浅黄橙 50 

良 好 R 黄 灰 70 

良 好 R 灰 95 

良 好 R 褐 灰 70 

良 好 R 灰 95 

普 通 R 褐 灰 60 

良 好 R 褐 灰 95 

良 好 R 灰 白 40 

良 好 R 灰 白 50 

良 好 R 灰 白 60 

良 好 R 灰 白 20 

普 通 R 浅 黄 70 

良 好 R にぶい橙 30 

良 好 R 褐 灰 90 

良 好 R にぶい黄橙 50 

良 好 R 黄 灰 70 

良 好 R 灰 白 20 

良 好 R 
灰白。灰オ

60 
リーブ（釉）

良 好 R 灰 黄 5 

良 好 にぶい橙 25 

外ーにぶい

普 通 赤褐。内一 口縁ー100。他ー20

浅黄橙

良 好
外ーにぶい

15 
橙。内一橙

良 好 橙 90 

良 好 橙 90 

良 好 橙 30 

良 好 浅黄橙 脚ー100。他ー25

良 好
外ーにぶい

60 
橙。内一橙

良 好 にぶい橙 100 

良 好 R 灰 白 5 

普 通 青 灰 10 
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第385図 第221号住居跡・出土遺物
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以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第220号竪 第221号住居跡 （第385図）

穴式住居跡を中堀V期に位置付けたい。 R • S-22 • 23グリッドで確認した。周辺は、住居

跡・土壊群などの遺構が密集し、確認にやや手間取っ

た。
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住居跡の北側は第222号住居跡が破壊したが、ほぼ

全容を検出した。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4.53m・短辺3.12m・深さは0.10mと非常に浅かった。

住居跡の中央やや北側と南西隅に二基の土壊を検出し

た。第 1号土壌は、第222号住居跡と重複した不整形

土城であった。残存した長径の長さは、 2.45m ・短径

1.93m・深さ0.06mであった。

第2号土壊は、不正楕円形で規模は、長径1.38m • 

短径0.48m ・深さ0.09mであった。第2号土壊に接し

て、 小穴を二基検出した。

主軸方位は、 N-95°-Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りに検出した。袖は、検

出できなかったが、燃焼部の位置から、住居跡内に短

＜延びていたと推定した。燃焼部は、極く浅く不整形

に窪んでいた。燃焼部の奥から川原石が出土したが、

形状と位置から支脚と考えにくかった。

貯蔵穴は、カマドの右脇に検出した。形状は、不整

形で規模は、長径1.31m・短径1.25m・深さ0.05mで

あった。

遺構の切り合い関係は、第222号住居跡より古かっ

た。

第329表 第221号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 A V H 12.5 35 7.6 B, D, E, H 

2 坪 A N H 12.8 3.4 8.3 B,D,E 

3 坪 A w H 12.5 3.4 8.5 B,E,H 

4 坪 A VI H 12.3 3.5 7.0 B.E.H 

5 杯 A VI H 12.1 3.6 6.4 B,D,E 

6 坪 A VI H 12.5 3.1 6.1 B,E,H 

7 皿 H 13.4 2.7 7.5 B,D,E,H 

8 高台付椀 s 14.3 5.1 67 B, I ， 高台付椀 s 65 B 

10 台付甕 H 9.9 B,E,H 

11 台付甕 H B,C,E 

第330表第221号住居跡出土土錘観察表

± 

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ (g)

12 にぶい橙 100 4.4 1.2 02 6.0 

13 浅 黄 橙 90 0.9 01 1.4 

14 にぶい橙 20 08 01 1.0 

遺物は、カマド内から土師器の坑 （6)が、貯蔵穴

内から須恵器の高台付椀（8)が、そして、住居跡の

西壁やや北寄りの壁際から土師器の杯（5)が出土し

た。

1から 6は、土師器の杯である。 1は、杯AVであ

る。 2• 3は、坑AJVである。 4から 6は、坑AV[で

ある。 7は、土師器の皿である。 3は底部が欠損して

し、る。

8 • 9は、須恵器（S)の高台付椀である。 9はロ

縁部が欠損している。

10 • 11は、土師器の甕である。 10は胴部下位以下、

11は口縁部と脚部が欠損している。

12から14は、土錘である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第221号竪

穴式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第222号住居跡（第386図 • 第387図 ）

R • S-22 • 23グリッドで確認した。周辺は、住居

跡・土城群などの遺構が密集し、確認に手問取った。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4.83m ・短辺3.40m・深さ0.13mであった。住居跡の

北西隅から南西隅にかけて、幅0.24mの壁溝を検出し

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡 橙 70 

普 通 淡黄橙 60 

普 通 黄 橙 90 

普 通 黄 褐 40 

普 通 黄 橙 100 

普 通 淡 橙 80 カマド

普 通 黄 褐 80 

良 好 R 灰 褐 40 

良 好 R 褐 灰 50 

良 好 にぶい 橙 25 

良 好 橙 20 

型式 欠損分類 写真番号 I 出土位置その 他

C 3 I a 646 

C 2 I b 463 

C 2 m a 464 
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第386図 第222号住居跡・出土遺物（ 1)
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た。

住居跡から五基の土壊を検出した。第1号土城は、

不正楕円形で長径1.13m・深さ0.13mであった。第2

号士壊は、不整形で長径2.21m・深さ0.15mであった。

第3号土城は、不整形で長径l.19m・深さ0.1mで底

面に小穴を二基検出した。第4号土壊は、 円形でo.78 

第331表 第222号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 A VI H 117 36 6.8 B,D,E 

2 坪 A VI H 12.1 36 6.7 B,D,E,H 

3 坪 A VI H 11.9 3.8 7.0 B,D,E,H 

4 坪 A II H 12.5 3.9 6.4 B,E,H 

5 椀 s 11.8 36 61 B 

6 椀 HS 5.1 B, E, I 

7 椀 HS 5.8 B, E, I 

8 高台付椀 s 13.8 4.9 60 B 

9 高台 付椀 s 12.1 B,E 

10 高台付椀 HS 13.5 5.2 5.3 B,E 

11 高台付椀 NS 13.7 53 62 B, E, I 

12 高台付椀 NS 14.1 5.5 5.3 B.C 

13 高台付椀 NS 5.9 B,E 

14 高台付椀 HS 12.7 B,E,G 

15 高台付椀 NS 58 B, C, E,I 

16 皿 s 12.3 2.4 5.2 B 

17 皿 s 12.0 2.3 6.0 B,D 

18 高台付皿 HS 12.8 3.0 5.4 B,E 

19 高台付 皿 NS 13.0 3.0 5.6 B,E,G 

20 高台付 皿 HS 13.1 2.8 5.8 B,E 

21 蓋 NS 15.4 2.6 6.2 B,E 

22 蓋 K 167 3.0 B 

23 高台付椀 K 7.3 B 

24 高台付 皿 K 137 26 6.5 B 

25 高台付皿 K 71 B 

26 甕 B II a H 20.0 B,E,H 

27 甕 B II a H 208 B.E.H 

28 甕 B 皿 a H 209 B,E 

29 甕 B ill C H 196 B, C, E 

30 甕 B N c H 19.0 B.G.H 

31 台付甕 H 11.8 B,E,H 

32 台付甕 H 13.4 18.0 55 B,E,H 

33 台付甕 H 9.3 B,E,H 

34 台付甕 H 95 B,E,H 

第332表 第222号住居跡出士士錘観察表

土

m・深さ0.14mであった。第5号土壊は、不繁形で長

径2.02m・短径1.45m・深さ0.13mで底面は凹凸が激

しかった。

第1号士壊と第2号土城の間、そして第3号土城の

脇に、 二基の小穴を検出した。

主軸方位は、 N-103°-Eであった。

焼成 饒輯 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡黄橙 50 

普 通 黄 橙 70 カマド

普 通 暗黄褐 60 貯穴

良 好 淡黄 白 50 

良 好 R 灰 75 

普 通 R にぶい黄橙 20 

普 通 R にぶい黄橙 25 

良 好 R 灰 30 カマド

普 通 R 褐 灰 30 

良 好 R 褐 灰 90 貯穴

普 通 R 
にぶい黄橙。

60 
褐灰

良 好 R 灰 褐 30 

普 通 R 灰 白 25 

良 好 R 橙 10 

普 通 R 灰 白 20 

良 好 R 灰 80 

良 好 R 灰 70 

普 通 R にぶい黄橙 25 

良 好 R 灰 白 95 

良 好 不明瞭 橙 30 

良 好 R 灰 白 10 

良 好 R 灰 白 5 カマド

良 好 R 
灰白。灰オ

20 
リープ （釉）

良 好 R 灰 白 70 

良 好 R 灰 白 10 

良 好 橙 25 カマド

良 好 橙 20 カマド

良 好 橙 20 

良 好 橙 15 

良 好 橙 15 

良 好 にぶい橙 15 

良 好 にぶい 橙 口縁ー5。他一60

良 好 橙 100 貯穴

良 好 橙 100 

番号

色：謂橙 1残j：:率 1 c&42さ
径

1.2 

穴径 I重さ(gl I型式

三
出土位置その他

0.3 3.6 C 2 

36 1.2 I C 3 皿a I 647 
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第387図 第222号住居跡出土遺物 (2)
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カマドは、東壁の南東寄りに検出した。左袖は、地

山を掘り残して造り、非常に短く住居跡内に延びてい

た。右袖は、検出できなかったが、燃焼部と左袖の位

置から、短く住居跡内に延びていたと判断した。焚き

口部から燃焼部にかけては、楕円形にやや深く掘り込

まれ、住居跡内の第5号土壊に連なっていた。燃焼部

から煙道部へは段をもたず緩やかに傾斜しながら移行

していた。煙道部は、第223号住居跡が破壊したが、

細長く延びていたと推定した。

貯蔵穴は、カマドの右脇に検出した。形状は、円形

で規模は、径0.46m・深さ0.21mと小形であった。

遺構の切り合い関係は、第223号住居跡より古く、

第221号住居跡・第2土壊群より新しかった。

遺物は、カマド内から須恵器の高台付椀（8)、土

師器の甕（26• 27)が、貯蔵穴内から士師器の杯（3）、

須恵器の高台付椀（10)が出土した。第2号上壊から

土師器の杯（1)、須恵器の杯 (6) •蓋（21)、土師

器の甕（31)が、第1号土城から須恵器の高台付椀(10.

12)が、第3号土城から須恵器の高台付椀 (13)が、

第5号土城から土師器の坑（4)、須恵器の高台付椀

(12)が出士した。

1から 3は、士師器の杯AVI:である。 4は、土師器

の杯A]Iである。 2は底部が欠損している。

5から7は、椀である。 5は、須恵器（S)である。

他は、須恵器（HS)である。 8から15は、高台付椀

である。 8• 9は、須恵器（S)である。 10• 14は、

須恵器 (HS)である。ほかは、須恵器 (NS)であ

る。 16• 17は、須恵器（S)の皿である。 18から20は、

高台付皿である。 18• 20は、須恵器 (HS)である。

19は、須恵器 (NS)である。 21は、須恵器 (NS)

の蓋である。 4• 14 • 18は底部、 6• 7 • 13は口縁部、

21は天井部が欠損している。 15は底部のみである。

22は、灰釉陶器の蓋である。 23は、灰釉陶器の高台

付椀である。 24• 25は、灰釉陶器の高台付皿である。

22は天井部、 25は口縁部が欠損している。

26から34は、士師器の甕である。 26・27・30は胴部

下位以下、 28• 29 • 31は胴部中位以下、 32は底部が欠

損している。 33• 34は脚部のみである。

35 • 36は、土錘である。

37 • 38は、鉄製品である。 37は棒状鉄製品、 38は延

板状鉄製品である。

以上、出上遺物・遺構の重複関係等から第222号竪

穴式住居跡を中堀V[期に位置付けたい。

第223号住居跡（第388図•第389図•第390図•第

391 図•第392図•第393図•第394図•第395図）

R-23 • 24グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

士壊群などの遺構が比較的密集していたが、覆土上面

に焼土・炭化物・火山灰を含む黒色士が堆積していた

ため、確認は容易であった。

住居跡の形状は、方形であった。規模は、長辺6.95

m・短辺6.62、深さO.60mと非常に大形の住居跡であ

った。住居跡の北西隅に幅Q.25 Illの壁溝を検出した。

また住居跡の西壁中央には、長さ1.5m・幅Q.73 Ill、

床面からの高さO.36mの階段状の施設を検出した。

柱穴は、 4基が対角線上に整然と並んでいた。掘り

方の規模は、径0.8m前後・深さQ.45 Ill前後と大形で、

径O.3m前後の柱痕跡も明瞭に確認できた。

主軸方位は、 N-90°-Eであった。

カマドは、東壁の南寄りに検出した。袖は、地山を

掘り残して造り、住居跡内に短く延びていた。右袖が、

住居跡の中央方向へ延びていたため、焚き口部は、中

央に向かって開いていた。燃焼部の底面は、非常に深

＜円形に掘り込まれていた。この掘り込みの覆土は、

焼土・炭化物を多量に含みカマドの使用時には、掘り

込まれた状態であったと推定した。

燃焼部から煙道部へは、大きな段をもって移行して

いた。煙道部は、確認しただけでも長さ2.35 Illと非常

に細長い。底面には小さな凹凸がみられたが、煙り出

し部に向かって緩やかに傾斜していた。

貯蔵穴は、カマドからやや離れた住居跡の南東隅に

検出した。形状は、不正長方形で規模は、長径1.0lrn.

短径Q.81 Ill ・深さQ.09 Illと、住居跡の規模に比べて小

さかった。
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第388図 第223号住居跡 （1)
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第223号住居跡

1 黒褐色士 B軽石脳 5 茶黒色土 焼土、炭化粒子を多益に含む粘性あり 10 赤褐色士焼土主体炭化物を少は含む
2 黒色土 焼土粒子、炭化物、土器片を多且に含む粘性 6 淡黒色土 焼土、炭化物を少盪含み、大形礫、土器片を 11 黒色土炭化物屈
あり 多呈に含む軟質砂質 12 黒色土 炭化物主体粘土を少呈含む粘性あり
3 淡茶褐色土焼土、炭化物、土器片を多旦に含む粘性 7 淡橙色土焼土、炭化物を少旦含む砂屈 13 赤褐色土粘性あり
あり 8 暗黒褐色土焼土粒子、炭化物を多最に含む粘性あり 14 暗褐色土炭化物を多呈に含み、焼上を少盈含む
4 赤褐色土焼土屈 9 暗赤褐色土 粘性あり粘士層（天井部崩落土） 15 暗黄褐色土焼土、炭化物を少羹含む
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第389図第223号住居跡（2)
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遺構の切り合い関係は、第220• 222号住居跡より新

しかった。

遺物は、覆上中・床面などから多量に出士したが、

カマド内から目立った遺物は出土していない。貯蔵穴

内からは、士師器の杯（7• 8)、須恵器の坑 (28)

高台付椀（51• 52 • 53) ・甕 (119)などがまとまって

出土した。住居跡の中央やや西側の床面からは、須恵

器の高台付椀（50• 54)、灰釉陶器の高台付皿 (78)、

須恵器の長頸壷（113) ・甕（118)が、住居跡の北東

部から須恵器の坑（42• 45)、土師器の甕（89)が、

カマド前面から土師器の杯（2• 3 • 5)、須恵器の

杯（31)、土師器の甕（92)が出土した。

lから7、l1から25は、土師器の杯である。 1• 3 • 

5 • 7 • 11 • 13 • 15 • 16 • 18 • 22は、杯AVIである。

4 • 12 • 19から21• 24は、杯AVである。他は、杯A

V[である。 8から 9、26• 27は、土師器の皿であ

る。 6• 10 • 17 • 18 • 23は底部が欠損している。

9は口縁部内面、 20は底部内面に黒色の付着物が

確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

28から47は、椀である。 30• 32 • 33は、須恵器

(S)である。 31• 40 • 41 • 44は、須恵器 (HS)

である。 47は、黒色土器である。 48• 49は、須恵

器（S)の皿である。 50から71は、高台付椀であ

る。 55から57は、須恵器（S)である。 50• 52 • 

67は、須恵器（HS)である。他は、須恵器 (N

s)である。 72から74は、高台付皿である。 72.

73は須恵器（HS)、74は須恵器 (NS)である。

56の底部内面には、墨書 「口」がみられる。また

64の底部外面には、墨書「口」がみられる。 29• 

40・44・54・63・65は底部、 46• 52 • 53 • 57 • 64は

口縁部、 61• 74は高台、 70は口縁部と高台が欠損

している。 47は底部のみである。 43• 58は黒色の

付着物が口縁部から底部にかけて確認できる。油

煙の痕跡と考えられる。

75から77は、黒色土器の椀である。 77は底部が

欠損している。

78は、灰釉陶器の輪花付高台付皿である。 79は、

灰釉陶器の高台付大椀である。 80• 81は、高台付椀で

ある。 82から84は、灰釉陶器の高台付皿である。 86は、

灰釉陶器の耳皿である。 79は底部のみである。 80は底

部、 81は口縁部、 83• 84は口縁部と底部が欠損してい

る。

85は、須恵器（HS)の蓋である。紐のみである。

87 • 88は、緑釉陶器の高台付椀である。 87は口縁部

破片、 88は底部破片である。

89から104は、士師器の甕である。 89• 90 • 95は胴部

下位以下、 91• 92 • 94 • 96から99は胴部中位以下、 93

は胴部上位以下が欠損している。 100は底部のみ、 101

から104は脚部のみである。

105は、須恵器（S)の壷である。 106から115は、

長頸瓶である。 106から109• 111は、須恵器（S)であ

る。 110• 112 • 115は、灰釉陶器である。 113• 114は、
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第390図 第223号住居跡カマド・貯蔵穴
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須恵器 (NS)である。 105は口縁部と胴部下位以下

が欠損している。 106• 107は底部のみ、 108から110は

口縁部のみ、 111は頸部のみ、 112は胴部下位のみ、 113

から115は底部のみである。

116から122は、須恵器（S)の大甕である。 116か

ら119は口縁部のみである。 120から122は口縁部破片で

ある。

123から134は、土錘である。

135から137は、凝灰岩の切石である。

138から154は、鉄製品である。 138• 139は刀子、 140

から144は釘、 145から153は棒状鉄製品であるが、 146

と148は釘の可能性がある。 154は延板状鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第223号竪

穴式住居跡を中堀V期に位置付けたい。
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第391図 第223号住居跡出士遺物 (1)
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第392図 第223号住居跡出土遺物 (2)
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第393図 第223号住居跡出土遺物 （3)
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第394図 第223号住居跡出土遺物 (4)
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第333表第223号住居跡出土遺物観察表（1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯輯 色調 残存 出土位置その他

1 杯 A VI H 12.5 4.0 7.5 B.D.E.H 普 通 黄 橙 100 

2 杯 A w H 122 3.5 8.6 B,D,E,H 普 通 淡黄橙 100 

3 杯 A VI H 11.4 3.7 7.0 B.D.E 普 通 黄 橙 90 

4 杯 A V H 12.0 3.5 6.5 B.D.E,H 普 通 暗黄褐 80 

5 杯 A VI H 127 3.6 8.4 B,D,E,H 普 通 黄 白 90 

6 杯 A w H 13.0 3.5 8.4 B,D,E,H 普 通 黄 褐 30 

7 杯 A VI H 12.3 3.3 8.0 B,D,E,H 普 通 淡黄褐 80 貯穴

8 皿 H 12.9 2.6 6.2 B,D,E 普 通 黄 褐 40 貯穴， 皿 H 127 2.5 90 B,D,E,H 普 通 橙 100 貯穴

10 皿 H 119 2.3 83 B,D,E 普 通 淡黄橙 40 カマド内

11 坪 A VI H 13.0 3.6 7.5 B,D,E 普 通 黄 褐 80 淡黒色土層中

12 杯 A V H 12.2 3.8 7.4 B,D,E 普 通 淡 橙 60 ベルト内

13 杯 A VI H 119 3.5 73 B,D,E 普 通 黄 褐 60 カマド前南。淡黒色土中

14 坪 A w H 119 3.5 73 B,E 普 通 淡黄橙 90 淡黒色土中

15 坪 A VI H 12.5 3.4 7.4 B,E 普 通 淡黄褐 60 カマド前北。淡黒色土中

16 坪 A VI H 11.7 3.7 6.4 B,D,E,H 普 通 淡黄褐 30 カマド前北。淡黒色土中

17 坪 A w H ll 9 3.5 8.0 B,D,E 普 通 黄 褐 50 暗褐色土中

18 坪 A VI H 12.9 3.9 6.5 B,D,E 普 通 黄 褐 30 ベルト中

19 坪 A V H 12.5 3.4 8.4 B,E,H 普 通 黄 褐 70 ベルト中

20 坪 A V H 11.8 3.3 6.2 B,D,E 普 通 黄 褐 60 淡黒色土中

21 坪 A V H 12.4 3.4 7.6 B,D,E 普 通 淡黄土 50 淡黒色土中

22 坪 A VI H 13.0 3.5 7.5 B,D,H 普 通 暗黒褐 60 カマド前北。淡罵色土中

23 坪 A w H 13.2 3.2 8.0 B,D,E 普 通 淡黄褐 30 暗褐色土中

24 坪 A V H 12.8 34 7.5 B,D,E 普 通 淡黄褐 40 淡黒色土中

25 坪 A w H 12.4 3.2 8.5 B,D,E 普 通 淡黄褐 80 淡黒色土中

26 皿 H 13.8 22 9.5 B,D,E 普 通 淡 橙 40 淡黒色土中

27 皿 H 13.4 25 8.4 B,D,E 普 通 淡黄褐 50 淡黒色土中

28 椀 NS 12.8 4.1 65 B, E, I 良 好 R 灰 黄 30 貯穴

29 椀 NS 12.8 4.0 5.6 B 良 好 R 黄 灰 30 p -1 

30 椀 s 13.0 58 3.8 B 良 好 R 灰 100 No.9 

31 椀 HS 13.0 34 54 B,E,G 良 好 R 灰 白 70 

32 椀 s 11.9 2.1 59 B 良 好 R 褐 灰 20 ベルト内

33 椀 s 12.6 3.9 5.2 B,D 良 好 R 灰 30 暗褐色土層

34 椀 NS 12.1 3.8 5.3 B.E 良 好 R 黄 灰 50 カマド前北。淡黒色土中

35 椀 NS 12.8 37 5.2 B. E. I 良 好 R 褐灰。灰白 50 淡黒色土中

36 椀 NS 12.1 3.5 5.8 B. E, I 普 通 R 灰 白 70 暗褐色土中

37 椀 NS 12.6 3.5 6.0 B 良 好 R 橙 40 ベルト内。淡黒色土中

38 椀 NS 13.2 4.0 6.6 B, E, I 良 好 R 灰 白 70 淡黒色土中

39 椀 NS 12.9 3.4 6.4 B. E. I 良 好 R 灰 白 60 暗褐色土層

40 椀 HS 12.6 3.7 6.7 B, C, I 良 好 R にぶい橙 30 暗褐色土中

41 椀 HS 12.8 3.3 6.3 B, E, I 良 好 L にぶい黄橙 70 淡黒色土中

42 椀 NS 13.0 3.9 5.1 B, E, I 良 好 R 灰 白 95 暗褐色土中

43 椀 NS 12.4 3.9 60 B, I 良 好 R 灰 白 90 淡黒色土中

44 椀 HS 12.7 4.2 7.1 B, C, E,I 良 好 R にぶい橙 30 淡黒色土中

45 椀 NS 131 3.9 66 B, I 良 好 R 灰 白 80 暗黒色土中

灰白。黄灰

46 椀 NS 59 B, E. I 良 好 R （内面の 一 40 淡黒色土中
部 ）

47 椀 黒色 5.7 B,C,E 良 好 R 
外一浅黄橙。

20 淡黒色土中
内一褐灰

48 皿 s 125 2.7 5.6 B,D 良 好 R 褐 灰 40 淡黒色土中

49 皿 s 12.0 1.7 4.5 B,D 良 好 R 灰 60 淡黒色土

50 高台付椀 HS 133 56 7.1 B 良 好 R にぶい黄橙 70 
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第334表 第223号住居跡出土遺物観察表 （2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 饒櫨 色 調 残存 出土位置その他

51 高台付椀 NS 13.9 5.2 5.8 B, E, I 良 好 R 灰 白 90 貯穴

52 高台付椀 HS 63 B, E, I 良 好 R にぶい橙 60 

53 高台付椀 NS 82 B 良 好 R 灰 白 20 

54 高台付椀 NS 24.5 11.1 9.8 B, I 良 好 R 灰 白 20 

55 高台付椀 s 14.4 6.2 7.8 B,C,E 良 好 R 灰 白 75 淡黒色土中

56 高台付椀 s 14.1 56 71 B,C,E,H 良 好 R 灰 60 

57 高台付椀 s 56 B 良 好 R 灰 白 30 賠褐色土層。黒色土中

58 高台付椀 NS 12.9 50 6.1 B, E, G, I 良 好 R 灰 黄 30 暗褐色土層中。黒色土中

59 高台付椀 NS 14.2 5.5 6.0 B, I 普 通 R 黄 灰 40 ベルト内

60 高台付椀 NS 13.6 5.1 6.4 B, E, I 良 好 R 灰 黄 40 暗褐色土層

61 高台付椀 NS 13.6 B, E, G, I 良 好 L 灰 黄 40 暗褐色土中

62 高台付椀 NS 14.3 5.2 6.6 B. E, I 普 通 R 灰 白 40 暗褐色土層中

63 高台付椀 NS 13.3 B,E 良 好 R 灰 白 20 暗褐色土層

64 高台付椀 NS 68 B 良 好 R 灰 白 20 淡黒色土中

65 高台付椀 NS 13.8 60 76 B,D 良 好 R 黄 灰 35 ベルト内

66 高台付椀 NS 14.7 55 69 B,E,G 良 好 R 灰 白 30 淡黒色土中

67 高台付椀 HS 16.1 6.8 6.7 B, D, I 良 好 R にぶい橙 40 暗褐色土層中

68 高台付椀 NS 16.6 75 69 B, E, I 良 好 R 灰 白 40 淡黒色土

69 高台付椀 NS 17.6 83 69 B, E, I 良 好 R 黄 灰 50 ベルト内。暗褐色土屑中

70 高台付椀 NS B,E 良 好 R 灰 白 20 淡黒色土中

71 高台付椀 NS 23.1 11.8 8.8 B, E, I 良 好 R 灰 白 40 淡黒色土中

72 高台付皿 HS 13.1 29 70 B, E, I 普 通 R にぶい橙 40 暗褐色土層中

73 高台付Jill HS 11.6 28 51 B, E, I 普 通 R にぶい黄橙 25 黒色土

74 高台付皿 NS 11.4 B,E,G 普 通 R にぶい黄橙 50 暗褐色土層

75 椀 黒色 11.6 4.3 61 B,C 良 好 黄褐色（内盟） 50 淡黒色土中

外ーにぶい

76 椀 黒色 11.8 4.3 5.9 B 良 好 R 黄橙。内一 50 淡黒色土
黒褐

外ーにぶい
カマド前北。 淡黒色

77 椀 黒色 11.8 B,E,G 良 好 R 黄橙。 内一 5 
土中

黒

78 輪花付裔台付111l K 13.7 3.4 6.4 B 良 好 R 灰 白 70 

79 高台付椀 K 130 B 良 好 R 灰 白 5 黒土

80 高台付椀 K 19.2 6.2 100 B 良 好 R 灰 白 30 ベルト内。淡黒色土中

81 高台付椀 K 7.5 B,D 良 好 R 灰 白 10 淡黒色土中

82 高台付 皿 K 14.6 2.3 6.54 B,D 良 好 R 灰 白 20 暗褐色土層中

83 高台 付皿 K B 良 好 R 灰 白 5 淡黒色士中

84 高台 付 皿 K 7.6 D 良 好 R 灰 白 10 暗褐色土層中

85 蓋 HS 2.8 B, C, I 普 通 R にぶい黄橙 5 

86 耳 j][ K 1.6 4.0 F 良 好 灰褐色 70 淡黒色土中

87 高台付椀 M B 良 好 淡 緑 5 

88 高台 付 椀 M B 良 好 淡 緑 5 

89 甕 B II a H 19.9 B.H 良 好 にぶい橙 90 

90 甕 B II c H 20.4 B,E,H 良 好 橙 口縁 ー100。他ー25

91 甕 B JI b H 19.8 B,H 良 好 にぶい橙 25 カマド内。カマド焼燃部

92 甕 A I b H 19.8 C,F,G,K 良 好 橙 25 

93 甕 A III b H 20.9 A, B, D, E, H 良 好 橙 20 カマド前北。淡黒色土中

94 甕 A II d H 22.0 C,E,H 良 好 浅黄橙 25 暗褐色土層

95 小形甕Billa H 12.1 B,E,H 良 好 浅黄橙 40 ベルト内

96 小形甕Bill a H 11.2 B,E 良 好 浅黄橙 25 暗褐色士層中

97 小型甕 AN H 12.9 D,H 良 好 にぶい橙 30 淡黒色土中

98 小塑甕AIlle H 12.0 B,C,E 良 好 橙 20 ベルト内

99 小形甕Aill c H 8.4 B,C,D,E 普 通 橙 30 暗褐色土層
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第335表 第 223号住居跡出土遺物観察表 （3)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

100 甕底部 H 3.4 B,E,H 

101 台付甕脚 H 94 B,E 

102 台付甕脚 H 9.3 

103 台 付甕脚 H 8.2 B,E,H 

104 台 付甕脚 H 66 B,D 

105 壷 s B,F,K 

106 長頸 瓶 s 11.6 B 

107 長頸瓶 s 15.1 B 

108 長頸瓶 s 101 B 

109 長頸瓶 s 13.9 B.D 

llO 長頸 瓶 K 14.8 D 

111 長頸瓶 s B 

112 長頸瓶 K B,D 

113 長頸瓶 NS 77 B.E 

114 長頸瓶 NS 12.7 B, E, I 

115 長頸瓶 K 7.3 B,D 

116 大 甕 s 364 B,G 

117 大 甕 K 44.6 B 

ll8 大 甕 s 26.0 B 

119 大 甕 s 284 B,G 

120 大 甕 s B, I 

121 大 甕 s B 

122 大 甕 s B 

第 336表 第 223号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g)

123 橙 100 5.5 2.2 0.4 

124 にぶい橙 100 3.5 2.3 02 

125 浅 黄 橙 100 6.1 1.9 0.3 

126 橙 80 1.7 0.4 

127 橙 60 16 0.3 

128 橙 100 5.4 1.3 0.3 

129 褐 灰 80 1.3 0.3 

130 褐 灰 100 4.3 1.3 0.3 

131 橙 100 3.8 1.1 02 

132 黒 褐 100 3.3 1.0 0.2 

133 にぶい褐 70 0.8 0.3 

134 明 黄 褐 100 2.9 1.0 0.2 

第224号住居跡 （第396図）

N-23グリッドで確認した。周辺の遺構は疎らだっ

たが、砂利層が確認面のため、覆土中にも同様の砂利

を多く含み、確認に手間取った。

住居跡の大半は、調査区外のため、形状など不明な

点が多い。検出した南壁は、長さ2.92m・深さ0.20m

であった。

主軸方位は、 N-93°-Eと推定した。

21.7 

162 

153 

8.6 

5.9 

7.2 

61 

70 

2.9 

2.1 

16 

18 

焼成 鞘櫨 色 調 残存 出土位置その他

良 好 橙 80 カマド内

良 好 橙 25 淡黒色土

良 好 にぶい橙 100 淡黒色土

良 好 橙 100 淡黒色土

良 好 にぶい橙 70 淡黒色土中

良 好 青 灰 10 暗褐色土中

良 好 R 灰 50 ベルト内

良 好 R 灰 5 淡黒色土。暗褐色土

良 好 R 灰 5 暗褐色土

良 好 R 灰 5 カマド前北。淡黒色土

良 好 R 灰 白 50 淡黒色土中

普 通 R 灰 5 黒色土中。淡黒色士中

良 好 灰 白 30 黒色土中

良 好 R 灰 白 10 

良 好 R 灰 白 5 淡黒色土。暗黒色土中

良 好 R 灰 白 5 淡黒色土

良 好 青 灰 10 暗褐色土中

良 好 R 灰 黄 5 暗褐色土層中。淡黒色土

良 好 R 灰 5 

普 通 灰 10 

不 良 灰 5 淡黒色土

普 通 灰 5 

普 通 青 灰 5 

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その 他

B 1 I a 67 

B 1 I a 68 

C 1 I a 190 

C 1 II a 191 

C 1 m a 192 

C 2 I a 465 

C2 II a 466 

C 2 I b 467 

C 2 I a 502 

C 2 I a 468 

C 2 皿b 469 

C 2 I C 470 

遺構の切り合いは、みられなかった。

1は、釜、あるいは置きカマドである。口縁部のみ

である。

2 • 3は、鉄製品である。 2は棒状鉄製品、 3は鎚

の先端と考えられる。

以上、出士遺物から第224号竪穴式住居跡を中堀W

期に位置付けたい。
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第396図 第224号住居跡 ・出土遺物
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第337表第224号住居跡出士遺物観察表

番号 1 器 種 1種別 1 口径 1器高 1 鍔 1底径 胎 土 焼成 I輛轄 I 色 調 I残存 I 出土位置その他

釜？置きカ
1 Iマド? |H I 24.3 B,E,H 良好 橙 10 

第225号住居跡 （第397図）

R-24グリッドで確認した。周辺に土壊などがあっ

たが、比較的疎らであった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4.50m・短辺3.45m・深さ0.27mであった。

主軸方位は、 N-182°-Eであった。

カマドは、南壁やや西寄りに造られていた。調査区

内では希少例である。袖は造られず、焚き口部の両側

に川原石を補強材として使用していた。焚き口部の前

面から燃焼部にかけては、やや深く不整形に掘り込ま

れていた。

遺構の切り合いは、みられなかった。

遺物は、カマド内から士師器の甕（7)が、カマド

前面から須恵器の杯 （2)が出土した。また、住居跡

の北壁中央付近から須恵器の高台付椀（4)が出土し

た。

1 • 2は、須恵器 （HS)の椀である。3• 4は、

須恵器 (NS)の高台付椀である。 3は口縁部が欠損

している。 1は内面全面、 4は内面体部から底部にか

けて黒色の付着物が確認できる。煤の痕跡と考えられ

る。

5は、灰釉陶器の高台付椀である。 6は、灰釉陶器

第338表 第225号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 HS 12.3 4.0 4.3 B,E,G 良 好 R 
灰 黄

40 
にぶい橙

2 椀 HS 121 4.0 6.0 B, E, I 良 好 R にぶい橙 80 カマド

3 高台付椀 NS 6.2 B 良 好 R 灰 白 25 

4 高台付椀 NS 16.5 6.5 6.8 B, C, E, I 良 好 R 橙， 褐灰 50 

5 高台付椀 K 9.1 B 良 好 灰 白 15 

6 高台付JIil K 6.0 D 良 好 灰 白 20 

7 甕 B 皿 a H 19.7 B,E 良 好 橙 日縁ー90。他ー30。カマド

8 甕 B 皿 a H 208 B,D 良 好 浅黄橙 15 ， 甕 A ill e H 185 B.C,H 良 好 橙 15 

10 長頸 壷 s 14.9 B,D 良 好 R 灰 5 

11 大 甕 s B 普 通 青 灰 5 
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第397図 第225号住居跡 ・出土遺物
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第225号住居跡

1 暗褐色土 B軽石を多最に含み粘性

のややある暗灰褐色土を部分的に少

嚢含む 砂質

2 暗褐色土焼土を微呈含み、小石を少

量含む

3 暗褐色土砂質

4 暗茶褐色土焼土を少呈含み、炭を微

:lit含む砂質

5 淡黄褐色土粒子粗い焼土、炭化物

を多旦に含む粘性あり

6 暗灰褐色土 粘質土 （カマド構築土）
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の高台付皿である。 5は底部のみである。 6は口縁部

が欠損している。

7から9は、土師器の甕である。 7は胴部下位以下、

8 • 9は胴部上位以下が欠損している。

10は、須恵器（S)の長頸壷である。口縁部のみで

ある。

11は、須恵器（S)の大甕である。 口縁部破片であ

12は、士錘である。

13は、板状鉄製品である。

以上、出土遺物から第225号竪穴式住居跡を中堀V[

期に位置付けたい。

る。

第398図 第226号住居跡 ・出土遺物 （1)

第226号住居跡 （第398図 • 第399図 ）

s-24グリッドで確認した。周辺は、住居跡・土壊

群・掘立柱建物跡などの遺構が密集していた。

住居跡の形状は、 方形

g
 

A
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g屯
S-7 

合）

寃

磁:1 

゜
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第226号住居跡

l 暗黒褐色土 B軽石を少且含む

2 黒色土 焼土、炭化物を多昼に含む粘性あり

3 淡黒茶色土焼土、炭化物を多位に含む粘性あり

であった。規模は、長辺

3.56m・短辺2.90m・深

さ0.34mであった。

主軸方位は、 N-95°

-Eであった。

二基のカマドを検出し

た。覆土の状況から二基

とも住居跡の埋没時まで

共用していたと判断し

゜
1m 

た。

第1号カマドは、東壁

のやや北寄りに検出し

た。 袖は、検出できなか

ったが、燃焼部の位置か

ら、住居跡内に短く延び

ていたと推定した。燃焼

部は、奥に向かって緩や

かに傾斜していた。

第2号カマドは、第1

号カマドの南側に検出し

た。第1号カマドと同様

に袖は、検出できなかっ

たが、短く住居跡内に延

びていたと推定した。燃

焼部の奥は、 一段低く掘

り込まれていた。また2

号カマドは、やや南向き

に焚き口部が開いてい
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第399図 第226号住居跡出土遺物 （2)
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26 

る。

遺構の切り合い関係は、第3号土壊群より新しかっ

た。

遺物は、第2号カマド内および周辺から土師器の杯

(1・3・4・9・10)、須恵器の杯(14)、土師器の

10cm 

甕（25)が出土した。

1から11は、士師器の坑である。 4は、杯AIIであ

る。 1・2・5・ 10は、坑ANである。 3は、江AV

である。ほかは、坑AV[である。 11は、坑Bである。

5 • 7は底部が欠損している。
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第339表 第225号住居跡出土土錘観察表

口色
12 黄

調ー：竺[|長さ
橙 80

径
一
げ

穴径 1重さ(g)1 型式

0.4 I 12.4 I C 1 

欠損分類 1 写真番号

I b I 193 

出土位置その他

第340表 第226号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 饒櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 11.6 41 6.5 B,E 普 通 黄 橙 100 

2 坪 A w H 118 3.7 7.3 B,C,E 普 通 淡 橙 100 

3 坪 A V H 12.4 3.4 8.0 B,D,E,H 普 通 淡 橙 90 カマド

4 坪 A II H 12.9 3.5 7.0 普 通 淡 橙 70 カマド

5 坪 A w H 128 3.4 7.7 B,D,E 普 通 淡黄褐 30 床直

6 坪 A VI H 129 3.7 71 B,D,E 普 通 淡黄橙 30 

7 杯 A VI H 12.5 3.4 6.5 B.D.E 普 通 暗黄褐 50 

8 坪 A VI H 13.0 3.0 7.7 B,E,H 普 通 黄 橙 40 ， 杯 A VI H 118 3.7 6.6 B,D,H 普 通 淡黄橙 50 カマド

10 杯 A w H 120 4.0 72 B,E 不 良 淡 橙 100 カマド

11 杯 B II H 11.7 4.0 56 A,E 普 通 淡黄橙 20 

12 椀 s 12.7 3.9 6.1 B 良 好 R 褐 灰 80 S -24 

13 椀 HS 12.7 4.0 6.5 B, C, I 良 好 R にぶい橙 80 S -24 

14 椀 NS 13.1 4.1 6.4 B 良 好 R 灰 白 75 カマド

15 椀 NS 12.5 41 5.6 B,C 良 好 R 黄 灰 75 

16 椀 NS 11.9 3.9 5.1 B 良 好 R 灰 70 

17 高台 付 椀 s 14.0 5.9 5.9 B,C,F,G 良 好 不明厭 青 灰 40 

18 高台付椀 HS 13.7 B,H 普 通 L にぶい橙 60 

19 高台付椀 NS 12.8 5.7 52 B,C,G 良 好 不明腑 灰 白 底部ー100。他ー25。

20 高台 付 椀 HS 14.3 B,C 普 通 不朋瞭 浅黄橙 30 

21 高台付椀 NS 137 4.8 5.9 B 良 好 R 灰 白 25 S -24 

22 高台付椀 HS 70 B,C,G 普 通 不朋瞭 浅黄橙 80 

23 高台付椀 K 87 D 良 好 R 灰 白 10 

24 高台付椀 K 6.6 B 良 好 R 灰 白 10 

25 甕 B II a H 19.6 B,C,E,H 普 通 浅黄橙 60 カマド床直

26 甕 A 皿 c H 20.0 B,C,E,H 良 好 橙 25 

27 甕 B 皿 b H 17.0 B,E 良 好 浅黄橙 10 

28 台付甕 H 12.5 B,D,H 良 好 にぶい橙 口縁ー90。他ー70

29 台付甕 H 93 B,E 良 好 橙 70 

30 大 甕 s B 良 好 灰 5 

第341表 第226号住居跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1 残存率 1 長さ 1 径 I穴 径 I重さ(g)I型式 I欠損分類 I写真番号 出土 位置その他

32 I浅黄橙 I 60 1.3 0.2 5.0 C 2 II a 472 

12から16は、椀である。 12は須恵器（S）、 13は須

恵器 (HS)、ほかは須恵器 (NS)である。 17から

22は、高台付椀である。 17は須恵器（S）、 18• 20 • 22 

は須恵器 (HS)、ほかは須恵器 (NS)である。 13• 

16 • 20は底部、 22は口縁部が欠損している。

23 • 24は、灰釉陶器の高台付椀である。底部のみで

ある。

25から29は、土師器の甕である。 25は胴部下位以下、

26 • 27は胴部中位以下、 28は底部が欠損している。 29

は脚部のみである。

30は、須恵器 (S)の甕である。口縁部破片である。

31は、羽口である。

32は、土錘である。

33は、棒状鉄製品である。
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第400図 第227号住居跡・出土遺物
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第22 7号住居跡

1 黒褐色土焼土、炭化物を微lil含む粘性あり
2 黒色土焼土、炭化物を多瓜含む粘性あり r, II音黄褐色土粘性あり

3 淡黒茶色土 粘質土 （カマド構築土の流出）

4 暗褐色土 焼士を少姐含み、砂を多且に含む

6 暗褐色土 暗灰褐色土を少呈含む粘性あり

7 赤褐色土 地山が被熱により赤色化

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第226号竪

穴式住居跡を中堀w期に位置付けたい。

第227号住居跡 （第400図）

S • T-24グリ ッドで確認した。周辺は、住居跡・

土壊群・掘立柱建物跡などの遺構が密集していた。

住居跡の形状は、不正長方形であった。 規模は、長

辺2.50m・短辺2.23m・深さ0.38mであった。

主軸方位は、 N-93°-Eであった。

カマドは、東壁のやや北寄りに検出した。袖は、 地

山を掘り残して造り、非常に短く住居跡内に延びてい

た。焚き口部から燃焼部にかけては、極く浅く円形に

窪んでいた。燃焼部は、奥に向かって緩やかに傾斜し

ており、段をもって煙道部に移行していた。

遺構の切り合い関係は、第3土攘群より新しかった。

遺物は、カマド内から土師器の甕（7)が、住居跡

の南西隅から士師器の杯（1)が出土した。

1は、土師器の坑AV1である。

2は、須恵器 （HS)の椀である。口縁部が欠損し

ている。
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3は、須恵器 (HS)の高台付椀である。底部のみ

である。

4 • 5は、灰釉陶器の高台付椀である。 5は口縁部

が欠損している。

6から8は、土師器の甕である。 6は胴部中位以下、

7は胴部下位以下が欠損している。 8は底部のみであ

る。

9は、須恵器 (NS)の甑である。口縁部のみであ

る。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第227号竪

穴式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第228号住居跡（第401図）

S • T-23 • 24グリッドで確認した。周辺は、住居

跡・土猥群・掘立柱建物跡などの遺構が密集し、また

覆土が類似していたため、確認に手間取った。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.26m ・短辺2.52m・深さ0.13mであった。

主軸方位は、 N-98°-Eであった。

第342表第 227号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 A VI H 12.6 3.9 6.2 B,D,H 

2 椀 HS 5.2 B, E, I 

3 高 台付椀 HS 6.2 B, E, I 

4 高 台付椀 K 16.0 51 73 B,D 

5 高台付椀 K 8.3 D 

6 甕 B 皿 c H 21.0 B.E 

7 台付 甕 H 123 B.C.E.H 

8 台付甕 H A,B,H 

9 甑 B II NS 32.9 B,C 

第343表 第228号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 高 台付椀 NS 15.0 5.6 64 B, D, I 

2 高 台付椀 NS 5.5 B, E, I 

3 高台付椀 K 6.0 B 

4 耳 皿 NS 1.7 43 B,D 

5 台付 甕 H 10.6 B. H. I 

6 台付甕脚部 H 6.8 B.D.E.K 

7 ロクロ 甕 HS 20.7 200 14.5 B.E.H 

8 大 甕 s B 

土

土

カマドは、東壁のやや南寄りに検出した。袖は、地

山を掘り残して造り、非常に短く住居跡内に延びてい

た。焚き口部から燃焼部にかけては、円形の浅い掘り

込みがみられた。燃焼部から煙道部へは小さな段をも

って移行していた。

遺構の切り合いは、みられなかった。

1 • 2は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 2は

口縁部が欠損している。

3は、灰釉陶器の高台付椀である。底部のみである。

4は、須恵器 (NS)の耳皿である。

5 • 6は、土師器の甕である。7は、須恵器 (HS)

の甕である。 8は、須恵器 （S)の甕である。 5は胴

部中位以下、 7は胴部中位が欠損している。 6は脚部

のみである。 8は口縁部破片である。

9から12は、鉄製品である。9は釘、 10は方形金具

と棒状鉄製品が付着したもの、 11は不明鉄製品、 12は

棒状麟品である。

以上、 出土遺物から第228号竪穴式住居跡を中堀w

期に位置付けたい。

焼成 鞘櫨 色 調 残存 出土位置その他

普 通 黒 灰 80 

普 通 R にぶい黄橙 30 カマド

普 通 R 灰 黄 20 

良 好 R 灰 白 40 

良 好 R 灰 白 60 カマド

良 好 橙 口縁ー25。他ー5。カマド

良 好 橙 口縁ー100。他一60

普 通 浅黄橙 80 カマド

良 好 灰 白 5 

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

良 好 R 灰 白 70 

普 通 R 灰 白 30 

良 好 R 灰 白 10 

良 好 淡 灰 70 

良 好 橙 15 

良 好 にぶい 橙 50 

不 良
灰 （胴下部一

30 
浅黄橙）

良 好 R 灰 5 
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第401図 第228号住居跡 ・出士遺物
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第229号住居跡（第402図•第403図）

U-23グリッドで確認した。周辺は、士壊群などの

遺構がみられたが、比較的疎らであった。二軒の住居

跡の重複と当初判断したが、 断面観察によって、 同じ

場所に第229A号住居跡から第229B号住居跡へ建て替

えと判断した。

第229A号住居跡の形状は、方形であった。規模は、

長辺3.87m・短辺3.82m・深さ0.35mであった。

主軸方位は、 N-90°-Eであった。

カマドは、北東隅に検出した。 袖は、検出できなか

ったが、燃焼部の位置から、短く住居跡内に延びてい

たと推定した。燃焼部から煙道部へは段をもって移行

していた。煙道部は短く、煙り出し部は垂直に立ち上

がってし、た。

第229B号住居の形状は、方形であった。規模は、

長径3.45m・短径3.35m・深さ0.35mであった。東壁

第344表 第229号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 椀 NS 13.1 35 70 B, E, I 

2 椀 NS 13.1 4.2 6.2 B,E 

3 高台付椀 s 13.4 58 6.1 B 

4 高台付椀 s 13.7 5.5 6.4 B 

5 高台 付椀 s 67 B,D 

6 高台 付椀 NS 13.2 50 6.4 B 

7 高台 付椀 NS 13.0 47 60 B, C, E, I 

8 高台 付椀 HS 14.0 5.6 6.4 B, C, I 

， 高台付椀 HS 14.4 4.7 5.9 B, E, I 

10 高台 付椀 NS 15.3 6.4 66 B,D 

11 高台 付椀 NS 76 B,C 

12 高台付椀 NS 6.1 B. E. I 

13 高台付椀 NS 6.8 B 

14 皿 s 12.6 2.5 6.2 B, C, E, I 

15 皿 s 12.5 2.2 5.7 B,D 

16 皿 s 124 2.3 4.5 B 

17 皿 s 134 1.8 5.0 B.D 

18 高台付椀 K 16.8 4.6 7.2 B 

19 高 台付椀 K 6.3 B,D 

20 高台 付 1IIl K 6.6 B,D 

21 甕 B 皿 a H 19.9 B.D,E 

22 甕 A Ill e H 11.1 B,C,H 

23 台付甕 H 8.7 B.E.H 

24 長頸壷 HS 8.1 B,C,E 

25 長頸壷 K B,D 

26 甕 s 238 B 

土

を除き、幅0.2mの壁溝を検出した。

主軸方位は、 N-93°-Eであった。

カマドは、東壁の南東寄りに検出した。袖は、地山

を掘り残して造り、住居跡内に短く延びていた。焚き

口部の前面から燃焼部にかけては、楕円形に深く掘り

込まれていた。燃焼部から煙道部へは大きな段をもっ

て移行していた。

貯蔵穴は、カマド右脇に検出した。形状は、不正円

形で規模は、長径l.Om・短径0.81m・深さO.llmであ

った。

遺構の切り合い関係は、第4上壊群より新しかった。

遺物は、第229B号住居跡カマド内から須恵器の高

台付椀（9)、第229B号住居跡のカマド左脇から土師

器の甕（22)、鉄製紡錘車（31)が出土した。

1 • 2は、須恵器 (NS)の椀である。 3から13は、

高台付椀である。 3から 5は、須恵器（S)である。

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

良 好 R 橙 30 

良 好 R 灰 白 50 

良 好 R 灰 40 

良 好 R 灰 褐 50 

良 好 R 灰 30 

良 好 R 灰 白 40 

良 好 R 灰 白 50 

内一灰黄。

良 好 R 外ーにぶい 70 
橙

良 好 R 灰黄褐 95 カマド

良 好 R 灰 50 

良 好 R 灰黄褐 30 

普 通 R 灰 黄 30 

普 通 R 灰 白 20 

良 好 R 灰 褐 50 

良 好 R 灰 75 

良 好 R 灰 30 

良 好 R 黄 灰 30 

良 好 R 灰 白 30 

良 好 R 灰 白 50 

良 好 R 灰 白 10 

良 好 橙 20 

良 好 にぶい橙 20 

良 好 橙 40 

普 通 浅黄橙 90 

良 好 淡灰 白 10 

良 好 R 灰 5 
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第402図 第229号住居跡
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第403図 第229号住居跡出土遺物
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8 • 9は、須恵器 （HS)である。ほかは須恵器 (N

S)である。 14から17は、須恵器（S)の皿である。

2 • 16 • 17は底部、 5 • 11から13は口縁部が欠損して

いる。 1は黒色の付着物が口縁部に確認できる。油煙

と考えられる。 9は黒色の付着物が内面体部から底部

にかけて確認できる。漆の痕跡と考えられる。

18 • 19は、灰釉陶器の高台付椀である。 20は、灰釉

陶器の皿である。 18は底部、 19は口縁部が欠損してい

る。 20は底部のみである。

21から23は、士師器の甕である。 21は胴部中位以下、

22は胴部下位以下が欠損している。 23は脚部のみであ

る。

24は、須恵器（HS)の長頸壷である。 25は、灰釉

陶器の長頸壷である。 26は、須恵器 （S)の甕である。

24は口縁部、 25は口縁部と胴部下位以下が欠損してい

る。 26は口縁部のみである。

27から29は、士錘である。

30は、凝灰岩の切石である。

31 • 32は、紡錘車である。

以上、出土遺物 ・遺構の重複関係等から第229号竪

穴式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第345表 第229号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g)

27 黄 橙 80 1.0 0.3 3.5 

28 黄 橙 100 3.9 0.8 0.3 2.3 

29 黄 橙 100 34 0.8 0.2 1.2 

第346表 第230号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

1 杯 A w H 12.0 3.7 7.2 B,E,H 

2 椀 NS 13.1 3.4 70 B 

3 高台付椀 HS 59 B, I 

4 高台付 椀 NS 14.3 5.8 7.2 B, C, I 

5 高台 付椀 HS 19.6 B,E,G 

6 甕 B 皿 a H 18.3 B.C,E,H 

7 鉄 鉢 s 17.2 B,F,G 

第230号住居跡 （第404図）

U-23グリッドで確認した。周辺は、住居跡が比較

的密集し、また砂利層が確認面であったため、確認作

業が困難であった。

住居跡の南東部分は、第231号住居跡が破壊したが、

ほぼ全容を検出した。

住居跡の形状は、長方形であった。 規模は、長辺

3.48m ・短辺2.3m ・深さ0.10mであった。南壁とカマ

ド部分を除き幅0.2m~0.3mの壁溝を検出した。

主軸方位は、 N-8°-Eであった。

カマドは、北壁の北東寄に検出した。袖は、地山を

掘り残して造り、住居跡内に非常に短く延びていたが、

燃焼部の位置から、さらに長く延びていたと推定した。

焚き口部の前面から燃焼部にかけては、浅く楕円形に

掘り込まれていた。燃焼部は、さらに深く楕円形に掘

り込まれていた。燃焼部から煙道部へは、小さな段を

もって移行していた。

遺構の切り合い関係は、第231号住居跡より古かっ

た。

遺物は、カマド右側から士師器の杯 （l)、須恵器

の高台付椀（4)が出土し、カマド右脇から須恵器の

杯 (2)が出土した。

1は、土師器の杯ANである。

2は、須恵器 (NS)の椀である。

型式 欠損分類 写真番号 I 出土位置その他

C2 II a 473 

C 2 Ila 474 

C2 I a 475 

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 黄 褐 40 

普 通 R 灰 白 90 

良 好 R にぶい橙 30 

良 好 R 灰 黄 90 

普 通 R 浅黄橙 10 

良 好 橙 10 

不 良 淡 白 20 
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3から 5は、高台付椀である。 4は須恵器 (NS)、

他は須恵器（HS)である。 3は口縁部、 5は底部が

欠損している。

6は、士師器の甕である。胴部中位以下が欠損して

し、る。

7は、須恵器 (S)の鉄鉢である。底部が欠損して

し、る。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第230号竪

穴式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第404図 第230号住居跡・出土遺物
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第231号住居跡 （第405図）

U • V-23グリッドで確認した。周辺は、住居跡が

比較的密集し、また砂利層が確認面であったため、確

認作業は困難であった。

住居跡の形状は、南東部の大きく張った不正長方形

であった。規模は、長辺3.17m・短辺3.20m・深さ

0.19mであった。

主軸方位は、 N-l°-Wであった。

カマドは、北壁の北東寄りに検出した。残存状況が

第405図 第231号住居跡・出士遺物
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悪く、不明な点が多い。袖は、検出できなかった。燃

焼部の掘り込みはみられず、奥に向かって緩やかに傾

斜していた。燃焼部から川原石が出土した。構築材で

あろう。

遺構の切り合い関係は、第230号住居跡より新しか

った。

1から3は、高台付椀である。 1は、須恵器 (NS)、

ほかは須恵器 (HS)である。 1は底部、 2は口縁部

と底部が欠損している。 3は底部のみである。
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4から 6は、土師器の甕である。 7は、

土師器の壷である。 4• 5は胴部中位以下、

6は胴部下位以下が欠損している。 7は底

部のみである。

8は、土錘である。

9から13は、鉄製品である。 9• 10は刀子

（刃部片）、11は釘脚部、12• 13は棒状鉄製

品である。

以上、出土遺物 ・遺構の重複関係等から

第231号竪穴式住居跡を中堀w期に位置付け

たし‘o

第232号住居跡 （第406図）

V-23グリッ ドで確認した。周辺は、住

居跡が比較的密集し、 また砂利層が確認面

であったため、確認作業は困難であった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模

は、長辺3.80m・短辺3.05m・深さ0.13mで

あった。

主軸方位は、N-4°-Eであった。

カマドは、 北壁のやや東寄りに検出した。

袖は、地山を掘り残して造り、住居跡内に

短く延びていた。焚き口部から燃焼部にか

けては、楕円形に深く掘り込まれていた。

この掘り込みの覆土に、焼土 ・炭化物が多

量に含まれていたことから、掘 り込まれた

ままで使用していたと判断した。燃焼部か

ら煙道部へは、小さな段をもって移行して

し、た。

遺構の切り合い関係は、第233号住居跡よ

り古かった。

遺物は、カマド内から土師器の杯（l）、

土師器の甕（2)が出土した。

1は、土師器の杯ANである。

2は、土師器の甕である。 胴部上位以下

が欠損している。

以上、出土遺物 ・遺構の重複関係等から

第406図 第232号住居跡・出土遺物
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3 暗掲色土砂利主体

4 暗褐色土焼土を微盈含む砂質

5 赤褐色土焼土陪粘性あり

6 黒色土 炭化物、粘土を多量に含む
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第232号竪穴式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第233号住居跡 （第407図）

V-23グリッドで確認した。周辺は、住居跡が比較

的密集し、また砂利層が確認面であったため、確認作

業は困難であった。

住居跡の形状は、不正長方形であった。 規模は、長

辺3.74m・短辺1.80mで、深さは0.06mと浅かった。

カマドの構造など不明な点が多かった。

主軸方位は、 N-4°-Eであった。

カマドは、北壁の北西寄りに検出した。袖は、検出

できなかった。燃焼部は浅く楕円形に窪んでいた。

遺構の切り合い関係は、第232号住居跡より新しか

った。

図示できるほどの遺物が出土しなかった。

以上、遺構の重複関係等から第233号竪穴式住居跡

の時期を決定することは不可能であった。

第234号住居跡 （第408図）

V-23グリッドで確認した。周辺は、住居跡が比較

疇集し、また砂利層が確認面であったため、確認作

業は困難であった。

住居跡の形状は、南西隅の小さく張る方形であった。

規模は、長辺2.65m・短辺2.48m・深さ0.21mであっ

た。

第407図 第233号住居跡
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第233号住居跡

1 黒褐色土焼土、炭化物、 B軽石を少量含む粘性あり

2 灰褐色土砂礫層

3 淡赤黒色土粒子粗い焼土、炭化物を多且に含む粘性

あり

第347表 第231号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 NS 14 7 B 良 好 R 黄 灰 20 

2 高台付椀 HS 6.3 B,C,E,R 良 好 R 橙 10 

3 高台付椀 HS 6.8 B,E 良 好 R にぶい橙 20 

4 甕 B III a H 198 B,C,H 普 通 浅黄橙 15 

5 甕 A ID b H 18.8 B,E,H 良 好 橙 20 

6 台付甕 H 128 B,C 普 通
外ー赤橙。

口縁ー90。他ー60
内一浅黄橙

7 壷 H 9.2 B,C 良 好 橙 20 

第348表 第231号住居跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1残存率 1 長さ 1 径 1 穴径 1重さ （g） 1 型式 1 欠損分類 1 写真番号 出土位置その他

8 1にぶ い橙 I 30 0.7 0.3 0.7 I C 3 I b 651 
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主軸方位は、 N-85°-Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りに検出した。袖は検出

できなかった。燃焼部は、 円形に深く掘り込み、覆土

に、多量の焼土・炭化物を含んでいた。

遺構の切り合いは、みられなかった。

1は、土師器の杯ANである。 2は、土師器の杯B

IIである。 1は底部が欠損している。

3から7は、高台付椀である。 4• 6は、須恵器（H

S)である。ほかは須恵器（NS)である。 4は高台、

5は底部が欠損している。 6• 7は底部のみである。

8は、須恵器（S)の長頸壷である。 9は、須恵器

(S)の甕である。 8は底部のみである。 9は胴部中

位以下が欠損している。

10は、土錘である。

11から13は、鉄製品である。 11• 12は鉄鏃、 13は棒

状鉄製品である。

以上、出土遺物から第234号竪穴式住居跡を中堀V1

期に位置付けたい。

第235号住居跡 （第409図•第410図 ）

V-24グリッドで確認した。周辺は、住居跡が比較

第349表 第232号住居跡出士遺物観察表

番号 1 器 種 1種別 1 口径 1 器高 1 鍔 1 底径 I 胎

1 坪 A N I H I 12.2 I 3.3 

2 甕 B 皿 aI H I 19.7 

6.3 ID. E. H 

B,E,H 

第350表 第234号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 A N H 11.1 3.6 6.1 B,D,E,H 

2 坪 B II H 11.9 4.3 4.8 B,E,H 

3 高台付椀 NS 13.5 5.1 5.1 B, E, I 

4 寓 台付椀 HS 13.2 B,C 

5 高台付椀 NS 14.3 B, I 

土

土

6 高台付椀 HS 60 B,C,F,G,H 

7 高台付椀 NS 5.7 B, E, I 

8 長頸壷 s 8.5 B ， て亜ギ s 21.8 B.D 

第351表 第234号住居跡出土土錘観察表

的密集し、また砂利層が確認面であったため、確認作

業は困難であった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4.45m・短辺3.73m・深さ0.30mであった。

主軸方位は、 N-92°-Eであった。

カマドは、東壁に二基並んで検出した。覆土の堆積

状況から、 二基のカマドとも、住居跡の埋没時まで共

用していたと判断した。

第1号カマドは、東壁のやや北寄りに造られていた。

袖は、検出できなかった。焚き口部の左側に補強材の

抜取り痕跡がみられることから、左袖は造られなかっ

たと判断した。第2号カマドと共有した右袖は、燃焼

部の位置から、短く造り付けていたと推定した。燃焼

部は、円形に浅く窪んでいた。

第2号カマドは第1号カマドの南側に造られた。 袖

は、検出できなかったが、住居跡内に短く延びていた

と推定した。焚き口部の前面には、径0.31mの円形の

掘り込みを検出し、多量の焼士を出士した。燃焼部は、

楕円形に掘り込まれていた。燃焼部から煙道部には段

をもって移行していた。

遺構の切り合いは、みられなかった。

: 成:I輻輯 1黄色橙調橙I□1 ::：位置その他
焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡赤橙 90 

普 通 暗 橙 40 

良 好 R 褐 灰 40 

良 好 R にぶい黄橙 60 

良 好 R 灰 白 40 

普 通 灰 黄 80 

普 通 R 灰 黄 20 

良 好 R 灰 10 

良 好 灰 白 20 

番号 1 色 調 1残存率 I長 さ 径

1.0 

穴径 I重さ(g)I型式 欠巴竺［竺濯号 出土位置その他

10 浅黄橙 70 0.3 1.9 C 2 I c I 476 
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第408図 第234号住居跡・出土遺物
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む（天井部崩落土）

可

ロ ニ
＼ロニロ
〔

：］ 

言

0 5cm 
1,  1 

0 2cm 
I I 

遺物は、第1号カマドから土師器の甕（11)が、第

2号カマドから須恵器の杯（2)、土師器の甕(10・

13)が出土した。また、第2号カマ ドの右脇の住居跡

の南東隅から須恵器の杯（3) ・高台付椀 (4• 6 • 

7)、土師器の甕（12)が出土した。

1は、土師器の杯ANである。 2• 3は、椀である。

2は須恵器（S）、 3は須恵器 (HS)である。

4から7は、高台付椀である。 5は須恵器（S）、

7は須恵器 (HS)、ほかは須恵器 (NS)である。

5は底部 6• 7は口縁部が欠損している。

8は、灰釉陶器の高台付椀である。口縁部が欠損し

ている。

9は、須恵器（S)の高台付皿である。

10から13は、土師器の甕である。 11• 12は胴部中位

以下、 13は胴部上位以上と脚部が欠損している。

14 • 15は、灰釉陶器の長頸壷である。 14は口縁部の

み、 15は頸部のみである。

16は、須恵器 (HS)の甕である。 口縁部のみであ

る。

17から21は、土錘である。

22から26は、鉄製品である。 22は鉄斧、 23は釘、 24• 

25は棒状鉄製品、 26は延板状鉄製品である。
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以上、出土遺物から第235号竪穴式住居跡を中堀VI

期に位置付けたい。

第409図 第235号住居跡 ・出土遺物 （1)
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第410図 第235号住居跡出土遺物 (2)
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第352表 第 235号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 ｝拒リぅ 底径 胎 土 焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 123 34 7.4 B,D,E 5曰lt― 通 黄 橙 70 

2 椀 s 12.6 3.9 5.9 B,D 良 好 R 灰 50 カマド

3 椀 HS 13.2 3.3 6.5 B,C,E,G 良 好 R にぶい黄 30 カマド

4 高台付椀 NS 14.0 56 6.9 B, E, I 良 好 R 灰 白 80 カマド

5 高台付椀 s 123 53 6.5 B,C 良 好 R 灰 25 

6 高台付椀 NS 6.8 B,D,G 良 好 R 灰 白 100 カマド

7 高台付椀 HS 7.4 B,F,G 普 通 R 浅黄橙 100 

8 高台付椀 K 7.6 B,D 良 好 R 灰 白 10 ， 高台付lJil s 136 25 6.5 B 良 好 R 灰 75 

10 甕 A ill b H 18.6 257 5.5 B,E 良 好 橙 80 カマド

11 甕 B ill a H 176 B,C,E 良 好 浅黄橙 25 カマド

12 甕 A III b H 18.8 B,H 良 好 浅黄橙 30 カマド

13 台付甕 H B,C,E 良 好 橙 80 カマド

14 長頸壷 K 113 B 良 好 R 灰 白 5 

15 長頸壷 K B 良 好 R 灰 白 5 

16 甕 HS 179 B,C,H 普 通 にぶい橙 5 
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第411図 第236号住居跡
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住居跡の形状は、長方形であった。 規模は、長辺

4.04m・短辺2.65m・深さO.lOmと非常に浅かった。

カマドの構造など不明な点が多かった。

主軸方位は、 N-95°-Eであった。

カマドは、東壁の南東寄りに検出した。袖は、検出

できなかった。焚き口部から燃焼部にかけては、楕円

形に浅く掘り込まれていた。

遺構の切り合い関係は第680号上壊より新しかった。

図示できるほどの遺物は出土していない。

以上、遺構の重複関係等から第236号竪穴式住居跡

の時期を決定することは不可能であった。
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第412図 第237号住居跡 ・出士遺物

A 

g
 

9
9
8
 

A65.5 A
-

翫仁~cm
第236号住居跡

1 暗褐色土焼土を微呈含み、大形礫を多呈に含む

粘性あり

2 暗黄褐色土 部分的に砂利主体の暗灰褐色土を含む

3 暗黄褐色土焼土、炭を微嚢含む砂質

4 暗黄褐色士 白色粒子を少且含む

第236号住居跡 （第411図）

P-25グリッドで確認した。周辺の遺構は、住居跡・

士壊 ・掘立柱建物跡などが比較的密集していた。また

砂利層が確認面であったため、確認作業に手間取った。

m
 

A65.5 

第237号住居跡

l 暗祖色土焼土粒子、炭化物を多証に含む粘性あり

2 灰褐色土 焼土、炭化物を微最含み、礫を多且に含む

A. 

0 1m 
I I 

、仁＝＝~ I 0 5cm 
1 , l 
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第353表 第235号住居跡出土士錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号 出土位置その 他

17 橙 40 17 63 C 1 VII 194 
18 浅 黄 橙 100 36 09 0.2 2.1 C 2 I b 477 
19 灰 黄 80 1.2 C 3 II a 648 
20 灰 黄 100 29 10 03 2.2 C 3 I b 649 
21 橙 10 0.7 C 3 皿b 650 

第354表 第237号住居跡出土遺物観察表

番号 1 器椀種 1 ：竺I口径 1器高I§与 1 ::IB :hG 土 1良焼：！子 1輯櫨I灰色 調白 1残： 1 出土位置その他

第237号住居跡 （第412図）

Q-24グリッドで確認した。周辺の遺構は、住居跡・

土壊・掘立柱建物跡などが比較的密集していた。また

i少利層が確認面であったため、確認作業に手間取った。

住居跡の南東隅を第238号住居跡が破壊していた。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.93m ・短辺2.87m・深さは0.10mと非常に浅かった。

主軸方位は、 N-4°-Eであった。

南東隅にカマドが造られていたと推定したが、第

238号住居跡によ ってカマドの痕跡すら明らかにでき

なかった。

遺構の切り合い関係は、第238号住居跡より古かっ

た。

1は、須恵器（HS)の椀である。底部のみである。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第237号竪

穴式住居跡の時期を決定することは不可能であった。

第238号住居跡 （第413図）

Q-24 • 25グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

土城・掘立柱建物跡など比較的密集していた。また砂

第355表 第238号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 高台付椀 K 70 B 
2 高 台付椀 K 75 B,D 

3 長頸壷 K D 

土

利層が確認面であったため、確認作業に手間取った。

住居跡の南壁を第29号区画溝が破壊したため、全容

は不明であった。

住居跡の形状は、不正長方形であった。残存する北

壁の長さは、 3.20m・深さ0.19mであった。 住居跡の

北東隅から北西隅にかけ幅0.36m、床面から高さo.12 

mの段を検出した。

主軸方位は、 N-98°-Eであった。

カマドは、東壁の南寄りに検出した。袖は、検出で

きなかった。燃焼部は、円形に浅く掘り込まれていた。

遺構の切り合い関係は、第29号区画溝より古く、第

237号住居跡より新しかった。

遺物は、住居跡の南壁中央から灰釉陶器の高台付椀

(1)が出土した。

1 • 2は、灰釉陶器の高台付椀である。 底部のみで

ある。

3は、灰釉陶器の長頸壷である。胴部上位のみであ

る。

4は、鉄製の釘である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第238号竪

焼成 鞘輯 色調 残存 出土位置その他

良 好 淡灰白 20 

良 好 R 灰 白 100 

外ーオリー
良 好 プ灰。内一 20 

灰白
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第413図 第238号住居跡・出土遺物
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2 暗黄褐色土 白色粒子、大形礫を多且に含み、 4 暗黄褐色土 砂質の暗茶褐色土を部分的に含む

゜
2m 

゜
1m 

言 ミ

穴式住居跡を中堀VI期に位置付けたい。

゜
10 cm 

4

]

 ノ

ロ
ー
『
ロ
ロ
ロ
ロ
』
几
り
ノ

第239号住居跡（第414図）

Q • R-25グリッドで確認した。周辺は、住居跡・

土壊・掘立柱建物跡など比較的密集していた。また砂

利層が確認面であったため、確認作業に手間取った。

住居跡の形状は、方形であった。規模は、長辺2.51

m・短辺2.25m・深さ0.06mと非常に浅かった。北壁

から西壁にかけては、幅0.35mの段を検出した。また

住居跡の中央は深さ0.08mほど不整形に大きく掘り込

まれていた。住居跡の南西隅に小穴を二基検出した。

主軸方位は、 N-95°-Eであった。

カマドは、東壁のほぼ中央で検出した。袖は、検出

できなかったが、燃焼部の位置から、短く住居跡へ延

びていたと推定した。

遺構の切り合いは、みられなかった。

図示できるほどの遺物は、出士しなかった。

以上から第206号竪穴式住居跡の時期を決定するこ

とは不可能であった。
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第414図第239号住居跡
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1 暗黄褐色土焼土を

多屈に含み、砂利を

少旦含む

2 暗黄褐色土砂を多

祉に含む

3 暗黄褐色土部分的

に暗褐色士を含む

粘性あり

4 暗黄褐色土砂質の

暗茶褐色土を多只に

含む粘性あり

5 暗掲色土小礫を少

:lil含む粘性あり

6 暗黄褐色土 砂を少

且含む

0 50cm 
| l 

第240号住居跡 （第415図•第416図 ）

R-25グリ ッドで確認した。周辺は、住居跡・

土壊・掘立柱建物跡など比較的密集していた。

また砂利層が確認面であったため確認作業に手

間取った。

住居跡の形状は、方形であった。規模は、長

辺3.45m・短辺3.06m・深さ0.25mであった。貯

蔵穴を除いて幅0.32mの壁溝を検出した。

主軸方位は、 N-2°-Eであった。

カマドは、北壁の東寄りに検出した。袖は、

検出できず、当初から造らなかったと判断した。

燃焼部は、不正方形で底面は、浅く窪んでいた。

燃焼部から煙道部に段をもって移行していた。

貯蔵穴は、カマド右脇の北東隅に検出した。

形状は、不正楕円形で規模は、長径1. 05m• 短径

0.58m・深さ0.25mであった。

遺構の切り合いは、みられなかった。

遺物は、カマド内から土師器の杯（1)出士

し、貯蔵穴内から土師器の甕（14• 15)が出土し

た。また、住居跡の中央から須恵器の杯（5) • 

高台付皿 （8)が、住居中央北側から須恵器の

高台付椀（2) ・杯（3)、灰釉陶器の高台付椀

第356表 第240号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A VI H 11.9 3.5 67 B.E 普 通 明 橙 90 カマド

2 高 台付坪 H 14.1 63 69 B.D.E 普 通 赤 褐 90 砂

3 椀 NS 13.6 4.0 5.9 B.C 良 好 R 灰 黄 60 

4 高台付椀 NS 14.4 5.3 6.0 B,C,E 普 通 R にぶい橙 30 

5 高 台付椀 NS 13.9 B.C 良 好 R 黄 灰 80 

6 高台付椀 NS 136 5.0 7.0 B 普 通 R 灰 白 25 

7 高 台付椀 NS 135 52 55 B,C 良 好 黄 灰 50 

8 高台 付皿 HS 13.4 30 59 B,E,G 良 好 R 灰 黄 75 ， 高台付椀 K 156 5.3 7.8 B,D 良 好 R 灰 白 10 

10 高台付椀 K 6.0 B,D 良 好 R 灰 白 10 

11 高 台付 lIIl K 14.7 34 70 B,D 良 好 R 灰 白 40 

12 高 台 付皿 K 14.5 29 7.1 B 良 好 R 
灰白。浅黄

75 
（釉）

13 寓 台付皿 K 13.8 2.4 6.1 B,D 良 好 R 灰 白 20 

14 甕 B m a H 186 B,E 良 好 にぶい橙
口縁ー 100。他ー 15。
カマド

15 甕 W b H 20.4 B,H 良 好 橙 20 貯穴
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第415図 第240号住居跡・出土遺物 (1)
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第240号住居跡

1 黒褐色士 焼土粒子、炭化物を多伍に含む粘性あり

2 淡黒褐色土 焼土を少只含み、炭化物を多塁に含む

3 淡茶褐色土焼士、炭化物を少黛含む

2m 

4 暗茶褐色土焼土を少旦含む粘性あり

5 暗褐色土焼土を少糞含み、炭を含む粘性あり

6 暗茶褐色土 焼土を多且に含み、砂を少旦含む

7 暗黄褐色土小豆色粒子、小石を少羹含む

責9:/1 ¥ ̀ニ

上ロロニ
三

ロニ

(10)、鉄釘(18)が出土し、住居跡の西壁の南寄り

から須恵器の高台付椀（4)、鉄製品(17)が出土し

た。

1は、士師器の杯AV[である。 2は、土師器の高台

付杯である。1は底部が欠損している。

3は、須恵器（NS)の椀である。 4から 7は、須

恵器 （NS)の高台付椀である。 8は須恵器 (HS)

の高台付皿である。 6は底部が欠損している。

9 • 10は、灰釉陶器の高台付椀である。 11から13は、

□三□

゜
10cm 

灰釉陶器の高台付皿である。 9• 11は底部、 10は口縁

部と底部が欠損している。

14 • 15は、士師器の甕である。 胴部下位以下が欠損

している。

16は、土錘である。

17 • 18は、鉄製品である。 17は整と考えられる鉄製

品、 18は釘の破片である。

以上、出土遺物から第240号竪穴式住居跡を中堀VI

期に位置付けたい。
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第416図 第240号住居跡出土遺物 (2)
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第241号住居跡（第417図）

Q • R-26グリッドで確認した。周辺の遺構は、掘

立柱建物跡 ・溝など比較的疎らだったが、砂利層が確

認面であったため、確認作業は困難であった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4.12m・短辺3.65m・深さ0.38mであった。

主軸方位は、 N-90°-Eであった。

カマドは、東壁やや南寄りに検出した。カマドは、

第29号区画溝と重複していた。しかし、住居跡の掘り

込みが深く、カマドの構造は把握できた。袖は検出で

きず、当初から造らなかったと判断した。焚き口部の

両脇には、 川原石、凝灰岩の切石を補強材として使用

していた。燃焼部底面に小さな凹凸があり、掘り込み

はみられなかった。

遺構の切り合い関係は、第2蒻邦社目溝より古かった。

遺物は、カマド左脇の壁際から須恵器の長頸壷（8)

が出土し、 住居跡の南西隅から須恵器の片口鉢が出土

した。

1は、士師器の坑AV[である。

2は、須恵器 (NS)の高台付椀である。

第357表 第240号住居跡出土土錘観察表

::I浅色黄調橙1残::率1*4.: I : I 1(0:至 1重：1（2g)I : : I 欠オ？了類 1 写？：号
出土位置その他
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